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伝説の名花「宗堂桜」昭和26年6月22日　岡山県天然記念物　場所：岡山市東区瀬戸町宗堂（宗堂山妙泉寺跡地）

　瀬戸地域の春を彩る「宗堂桜」の花は、直径3cm位で横に向いて着生します。花弁は約60
枚にも達するものがあり、内方の20枚ばかりは反転して二重の弁となるのが特徴です。
　八重桜としては、類例がなく、普賢縁岡山とならんで宗堂という品種です。花の色は赤く、

枝茎は太く、花は山桜のように葉を出してから咲き、花期は4月中旬頃と言われています。
　この宗堂桜には、300年ほど前のある悲しい出来事の伝説があります。この悲しい出来事以来、毎年咲き誇っ
ていた八重桜の内方の20枚ばかりの花びらが開ききることがなくなったと語り継がれています。
　この桜を今日まで懸命に育ててこられた地元の方々、とりわけ宗
堂桜保存会等の皆さんの活動により今日があります。（宗堂桜の歌と
踊りも創作されています。）
　毎年4月中旬頃には、県内はもとより県外や最近では外国の方たち
も訪れています。
　春の一日に、ぜひ一度、美しい宗堂桜と悲しい伝説の由来を探訪
しにお越しください。お待ちしています。

瀬戸地区　会長　　室　　義　忠

済世

この広報誌は、共同募金配分金の一部をつかって作成しています。
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主
任
児
童
委
員
部
部
長　
　

　

松
嶋
　
且
子　

　　

私
達
主
任
児
童
委
員
は
、
平
成
六
年

一
月
一
日
か
ら
制
度
が
は
じ
ま
り
、
各

地
区
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
七
年

後
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
、
岡
山
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
中
に
主

任
児
童
委
員
部
が
設
立
さ
れ
、
十
年
の

年
月
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

設
立
当
時
は
、
岡
山
市
全
体
で
七
十
九

名
の
主
任
児
童
委
員
で
の
出
発
で
し
た
。

　

主
任
児
童
委
員
部
は
、
各
福
祉
事
務

所
管
内
か
ら
、

代
表
者
で
あ

る
「
幹
事
」
に

出
て
き
て
も

ら
い
、
同
年
四

月
二
十
六
日

に
、
は
じ
め
て

の
「
幹
事
会
」

を
開
い
て
以

来
、
話
し
合
い

を
重
ね
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
年
の
五
月
二
十
九
日
、
吉
備
高

原
の
「
お
か
や
ま
希
望
学
園
の
び
の
び

小
学
校
・
希
望
中
学
校
」
に
、
は
じ
め

て
の
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
、

不
登
校
な
ど
既
存
の
学
校
に
な
じ
め
な

い
子
ど
も
達
を
受
け
入
れ
て
い
る
、
全

国
で
も
稀
な
小
中
一
貫
の
全
寮
制
の
学

校
で
す
。
こ
こ
で
は
、
た
だ
説
明
を
聞

く
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
作
業
を
し
、
遊
ぶ
こ
と
、
触
れ
合
う

こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
自
分
達
の
身
近
に
あ
る
、

市
内
の
児
童
福
祉
施
設
を
知
ろ
う
と
訪

問
す
る
中
で
、「
岡
山
県
立
成
徳
学
校
」

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。「
成
徳
学

校
」
に
入
所
し
た
子
ど
も
達
は
、「
家
庭

舎
」
と
い
う
小
さ
な
建
物
に
分
か
れ
、

住
み
込
み
の
寮
長
夫
婦
と
副
寮
長
三
名

の
職
員
と
共
同
生
活
を
し
ま
す
。
家
庭

舎
で
は
家
庭
的
で
楽
し
く
あ
た
た
か
い

雰
囲
気
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
と
職
員

が
生
活
を
共
に
す
る
中
で
信
頼
関
係
を

深
め
、
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
再

び
地
域
に
帰
っ
て
行
け
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。「
成
徳
学
校
」
は
、
こ
の
よ

う
な
全
国
的
に
も
稀
な
「
小
舎
夫
婦
制
」

と
い
う
運
営
方
式
を
採
っ
て
い
ま
す
。

　

傷
つ
い
た
子
ど
も
達
へ
の
支
援
の
原

点
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
現
在

も
関
わ
り
を
も
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
平
成
十
六
年
に
は
、
は

じ
め
て
県
外
の
「
貴
船
原
少
女
苑
」（
広

島
県
東
広
島
市
）
と
い
う
少
年
院
に
研

修
に
行
き
ま
し
た
。

　

以
来
、
傷
つ
い
た
子
ど
も
達
を
支
援

す
る
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
、

他
都
市
の
主
任
児
童
委
員
と
交
流
・
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、
研
修
を
通
じ
て
、

子
ど
も
達
の
抱
え
る
問
題
を
よ
り
深
く

知
り
、
ま
た
様
々
な
情
報
を
得
て
、
主

任
児
童
委
員
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
年
か
ら
「
幹
事
会
」

を
定
例
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
普
段

の
活
動
で
の
問
題
意
識
や
悩
み
を
福
祉

事
務
所
の
管
内
を
越
え
て
共
有
し
、
お

互
い
を
励
ま
し
、
相
互
に
研
鑽
を
積
む

た
め
で
も
あ
り
、
ま
た
、
支
援
・
保
護

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
市
内
の
ど
こ

へ
転
居
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
引
継
ぎ
が

で
き
、
ま
た

可
能
な
限
り

同
じ
レ
ベ
ル

の
支
援
が
行

え
る
よ
う
、

主
任
児
童
委

員
間
の
横
の

連
携
を
図
る

た
め
で
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
主
任
児
童
委
員
は
一
つ
の

地
区
に
一
名
の
設
置
で
あ
っ
た
も
の
が
、

複
数
名
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
合
併
な
ど
も
あ
っ
て
徐
々
に
人
数

を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は

百
四
十
七
名
の
主
任
児
童
委
員
が
岡
山

市
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
子

ど
も
へ
の
虐
待
の
増
加
な
ど
、
社
会
背

景
の
変
化
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
主
任
児
童
委
員
は
子
ど

も
へ
の
虐
待
防
止
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
積
極
的
に
参
加
・
協

力
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
子
ど
も

へ
の
虐
待
防
止
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
ま
た
、
発
達
障
害
へ
の
理
解
と
支

援
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
部
の
十
年



● 3

広
報
委
員
会
委
員
長

西
方
　
立
夫　

　

平
成
二
十
三
年
度 
第
八
十
回
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
、
十
月
二
十
七

日
（
木
）
～
二
十
八
日
（
金
）
の
二
日
間
、

青
森
県
総
合
運
動
公
園
マ
エ
ダ
ア
リ
ー

ナ
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
岡
山

市
か
ら
岸
本
会
長
以
下
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
、
小
気
味
よ
い
津
軽
三
味
線

を
は
じ
め
と
す
る
郷
土
芸
能
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
気
分
は
高
ま
り
、
式

典
に
引
き
続
い
て
の
青
森
出
身
の
プ
ロ

ス
キ
ー
ヤ
ー
、
三
浦
雄
一
郎
氏
に
よ
る

特
別
講
義
「『
絆
』
忘
れ
ち
ゃ
い
ま
せ
ん

か　

大
切
な
も
の
を
」
で
は
、
ひ
弱
で

落
ち
こ
ぼ
れ
だ
っ
た
幼
少
期
か
ら
世
界

最
高
峰
の
エ
ベ

レ
ス
ト
に
世
界

最
高
齢
（
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
掲
載
）

と
な
る
七
十
歳

七
か
月
で
、
し
か

も
二
男
・
豪
太
氏

と
の
日
本
人
初

の
親
子
同
時
登
頂
を
成
し
遂
げ
る
に
至

る
、「
家
族
の
絆
」
と
「
あ
き
ら
め
な
い

心
」
に
つ
い
て
の
お
話
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。
私
達
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
、

「
絆
」
と
「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
を
大
切

に
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
改
め
て
心
に
誓
い
ま
し
た
。
大
会

宣
言
の
採
択
、
次
期
開
催
地
（
大
分
県
）

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
最
後
は
青
森
ね
ぶ

た
祭
の
「
ラ
セ
ラ
・
ラ
セ
ラ
」
と
い
う

囃
子
に
合
わ
せ
て
、
会
場
全
員
で
跳
ね

て
こ
の
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
十
の
活
動
交
流
集
会
に

分
か
れ
、
全
国
各
地
の
活
動
事
例
を
紹

介
し
な
が
ら
、
そ
の
活
動
に
関
わ
る
課

題
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
合
う
と
と
も
に
、

参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

一　

�

民
児
協
活
動
と
関
係
機
関
と
の
連

携
を
考
え
る

二　

�

高
齢
者
の
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す

た
め
に

三　

自
殺
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

四　

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
自
立
支
援

五　

�

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に

六　

�

課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
・
子
育
て

家
庭
へ
の
支
援

七　

�

学
校
等
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

を
進
め
る
た
め
に

八　

�

障
が
い
者
を
社
会
で
支
援
す
る
た

め
に

九　

豪
雪
に
伴
う
高
齢
者
等
へ
の
支
援

十　

�

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
に

　

昨
年
の
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
東
北
地
方
の
多
く

の
方
々
が
被
災
し
、
原
発
事
故
の
影
響

も
深
刻
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
青
森

大
会
で
し
た
が
、
全
国
か
ら
三
千
名
以

上
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
集
ま
り
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
で
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
参
加
し
て
私
達
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
社
会
の
「
絆
」

を
深
め
、
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
や

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、

「
広
げ
よ
う　

地
域

に
根
ざ
し
た　

思

い
や
り
」
行
動
宣

言
に
基
づ
い
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
か
ね

ば
と
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
副
委
員
長　

前
田
　
正
昭　

　

六
月
三
十
日
か
ら
七
月
一
日
に
か
け

て
、
平
成
二
十
三
年
度 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係
事
業
会
議

が
、
広
島
駅
北
口
の
ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中

国
五
県
と
広
島
市
・
岡
山
市
両
市
の
代

表
者
に
来
賓
を
加
え
て
五
十
八
名
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
な
ど

に
つ
い
て
発
表
と
熱
意
の
こ
も
っ
た
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
典
、
基
調
報
告
の
後
、
四
つ

の
分
散
会
に
分
か
れ
、
活
発
か
つ
熱
心

な
意
見
交
換
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
問
題
を

共
有
し
、
ま

た
認
識
を
深

め
ま
し
た
。

　

中
国
ブ

ロ
ッ
ク
で
確

認
さ
れ
た
事

業
方
針
を
い

く
つ
か
抜
粋

平
成
二
十
三
年
度
　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
民
生

　
委
員
・
児
童
委
員
関
係
事
業
会
議
報
告

～
安
全
・
安
心
の
絆
を
つ
よ
め
て
～

平
成
二
十
三
年
度
　
第
八
十
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
参
加
し
て
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し
て
報
告
し
ま
す
。

①�
東
日
本
大
震
災
被
災
者
に
対
す
る
支

援
活
動
等
の
推
進

・�

都
道
府
県
指
定
都
市
民
児
協
を
通
じ

て
、
全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

か
ら
義
援
金
を
募
集
し
、
被
災
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
支
援
を

行
う
。

②�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
相
談
・

支
援
活
動
の
強
化

・�

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
へ
の
見
守

り
、
相
談
・
支
援
活
動
強
化

・�

生
活
困
難
家
庭
と
地
域
社
会
と
の
つ

な
ぎ
役
を
務
め
る
取
り
組
み
の
推
進

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
の
推
進

③�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備
（
行
政
か
ら
の
支
援
）

・�

時
代
の
移
り
変
わ
り
に
よ
り
、
地
域

に
よ
っ
て
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
な

ら
び
、
一
方
で
は
、
か
つ
て
の
新
興

住
宅
地
は
高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
に

な
る
な
ど
地
域
の
事
情
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
定
数
や
地
区
割
り
は
長
年

従
来
の
ま
ま
で
活
動
し
て
い
る
。
一

人
が
担
当
す
る
世
帯
数
の
差
も
大
き

く
、
そ
の
た
め
に
活
動
す
る
上
で
大

変
苦
慮
し
、
引
き
受
け
手
も
な
か
な

か
い
な
く
な
っ
て
選
任
に
苦
労
し
て

い
た
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
欠
員
の

ま
ま
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
。

・�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
守
秘
義

務
が
あ
り
、
活
動
内
容
を
他
に
話
す

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
活
動
を
理

解
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
何
も
し

て
い
な
い
と
批
判
を
受
け
る
こ
と
が

あ
る
。
時
に
誤
解
さ
れ
る
こ
と
や
矢

面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

翌
日
の
全
体
会
で
は
分
散
会
の
報
告

と
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
閉
会
前
に
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
」
の
様
子
を
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト

に
し
て
、
広
島
の
民
放
四
局
で
県
民
に

向
け
て
朝
・
昼
・
晩
に
十
五
秒
で
あ
る

が
放
映
し
、
週
に
す
れ
ば
百
本
程
度
と

な
る
こ
と
を
聞

き
、
大
変
感
動

し
ま
し
た
。
事

務
局
も
含
め
広

島
県
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議

会
の
苦
労
を
大

い
に
讃
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

清
輝
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　

内
山
　
久
睴　

　

清
輝
地
区
は
、
岡
山
市
の
中
心
に
位

置
し
、
東
側
は
旭
川
、
西
側
は
枝
川
緑

道
公
園
、
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
の

小
さ
な
地
区
で
、
二
つ
の
総
合
病
院
、

個
人
医
院
が
七
医
院
、
市
立
中
央
図
書

館
、
障
害
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
岡
輝
公

民
館
、
清
輝
児
童
セ
ン
タ
ー
に
老
人
憩

い
の
家
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
多
目
的
広
場
の
あ
る
二
日
市
公
園

と
す
ば
ら
し
い
環
境
で
す
が
、
多
く
の

施
設
が
地
区
の
南
東
に
集
中
し
、
高
齢

者
の
利
用
が
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

人
口
も
三
十
五
年
前
の
三
分
の
一
の

六
、九
五
三
人
で
四
、四
三
四
世
帯
（
平
成

二
十
三
年
十
一
月
末
日
現
在
）。
高
齢
化

率
は
学
区
全
体
で
は
二
十
七
・
七
％
で
す

が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
担
当
区
域

に
よ
っ
て
は
五
十
％
以
上
の
と
こ
ろ
が
五

箇
所
以
上
あ
り
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
保
護
世

帯
も
多
く
、
個
人
商
店
や
ス
ー
パ
ー
も
な

い
た
め
買
物
は
地
区
外
へ
と
不
便
で
す
。

　

一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
、
無
縁

社
会
と
課
題
満
載
の
中
、
四
年
前
か
ら

一
人
暮
ら
し
・
引
き
こ
も
り
対
策
で
清

輝
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
「
ち
ょ
っ
と
お
茶

で
も
飲
も
う
会
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
で
毎
月
二
回
、
参
加
無
料
で
は
じ

め
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
十
名
ほ
ど
で
、

は
じ
め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
岡

輝
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
方
よ
り
お
話
を
聞

き
、
あ
と
は
男
性
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
ス
タ
ッ
フ
三
名
で
作
っ
た
ク
ッ
キ
ー
、

ワ
ッ
フ
ル
、
蒸
し
饅
頭
等
を
お
茶
菓
子

に
雑
談
。
三
箇
月
ほ
ど
し
て
「
昼
食
を
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
参
加
者
も
手
伝
い

た
い
と
言
い
、
そ
れ
を
受
け
て
ネ
ギ
焼

き
、
お
好
み
焼
き
に
は
じ
ま
り
、
野
菜

が
あ
る
と
言
え
ば
蒸
し
野
菜
を
、
寒
く

な
れ
ば
湯
豆
腐
、
夏
は
冷
や
し
中
華
等
、

料
理
の
レ
シ
ピ
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
く
、

皆
で
わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
楽
し
く

作
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
参
加

無
料
で
す
。
そ
し
て
、
年
二
回
精
神
障

害
関
係
の
N
P
O
法
人
「
ふ
り
こ
の
会
」

と
の
交
流
会
は
、
総
勢
三
十
人
に
も
な

り
、
に
ぎ
や
か
な
座
談
会
で
す
。

清
輝
地
区
の
活
動
と
取
り
組
み
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平
成
二
十
二
年
十
月

よ
り
岡
山
市
の
地
域

保
健
福
祉
モ
デ
ル
事

業
に
参
加
し
、
平
成

二
十
三
年
二
月
か
ら
六

月
に
か
け
て
、「
あ
ん

し
ん
カ
プ
セ
ル
お
か
や

ま
」
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
れ
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

安
全
・
安
心
の
た
め
、
名
前
や
血
液
型
、

緊
急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
医
等
を
書

い
た
「
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
」
を
「
あ
ん

し
ん
カ
プ
セ
ル
」
に
入
れ
、「
あ
ん
し
ん

シ
ー
ル
」
を
貼
っ
た
冷
蔵
庫
に
保
管
し

て
万
一
の
時
に
備
え
る
も
の
で
す
。
地

区
に
四
百
八
十
五
本
の
カ
プ
セ
ル
を
配

り
ま
し
た
。
昨
年
の
六
月
に
一
件
、
こ

の
お
か
げ
で
一
命
が
助
か
り
、
妹
さ
ん

よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
に
も
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
関
係
で
は
、
小
学
校
、
中

学
校
、
保
育
園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
先

生
や
職
員
に
定
例
会
に
来
て
い
た
だ
い

て
子
ど
も
達
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
二
回
、
保
育
園
へ
民
生

委
員
・
児
童
委
員
三
名
が
行
き
、
門
の

前
で
親
子
に
あ
い
さ
つ
を
し
、
園
の
色
々

な
行
事
に
も
参
加
し
て
園
児
と
顔
な
じ

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
子
ど
も
達
と
の
対
面

式
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
子
ど
も
達

に
学
校
だ
よ
り
や
行
事
の
案
内
を
届
け

て
く
れ
る
お
礼
を
言
い
、
そ
の
後
、
顔

を
覚
え
て
も
ら
う
た
め
四
ブ
ロ
ッ
ク
ほ

ど
に
分
か
れ
色
々
な
話
し
合
い
を
し
て
、

最
後
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
優
し
い

お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
に
相
談
に
来
る

よ
う
伝
え
ま
す
。
校
内
を
花
い
っ
ぱ
い

に
す
る
「
花
植
大
作
戦
」
で
は
、
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
民

生
委
員
・
児
童
委
員
十
名
以
上
が
協
力

し
て
花
を
植
え
ま
す
。
春
と
秋
の
学
校

周
辺
の
清
掃
「
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」
で
は
、

お
助
け
隊
と
し
て
男
性
民
生
委
員
・
児

童
委
員
五
名
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
溝
の
土

上
げ
、
草
取
り
、
ペ
ン
キ
塗
り
等
を
や
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

課
題
が
多
い
中

に
も
、
明
る
さ

を
忘
れ
ず
取
り

組
み
を
つ
づ
け

て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
野
菜
作
り
と
そ
の
楽
し
み

�

福
島
地
区
　
　
大
倉
野
　
明
俊

　
「
ア
～
ア
、
ま

た
や
ら
れ
て
い
る
」

　

先
日
播
い
た
野
菜

の
双
葉
が
生
え
際
か

ら
プ
ツ
リ
と
噛
み
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
根
の
近
く
を
掘
り
返
す
と
、
小

さ
く
丸
ま
っ
た
灰
褐
色
の
虫
が
出
て
き

ま
し
た
。
そ
の
虫
を
取
り
、
種
を
播
き

な
お
す
の
で
す
が
、
農
薬
を
使
わ
な
い

野
菜
作
り
で
は
こ
の
繰
り
返
し
で
す
。

　

私
の
本
格
的
な
野
菜
作
り
は
六
年
前

か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
も
少
し
作
っ
て
い

ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
が
「
う
ち
の
野

菜
は
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の

で
、
知
り
合
い
の
農
家
か
ら
五
ア
ー
ル

ほ
ど
の
畑
を
借
り
、
今
で
は
五
十
種
類

を
越
え
、
東
京
に
住
む
子
ど
も
達
に
毎

月
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

栽
培
方
法
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多

い
の
で
す
が
、
元
気
な
時
、
水
や
肥
料

不
足
の
時
、
病
気
の
時
、
そ
れ
ぞ
れ
違

う
表
情
を
毎
日
見
な
が
ら
対
処
法
を
考

え
、
成
長
を
待
つ
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

畑
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
ウ
グ
イ
ス
、

ヒ
バ
リ
、
キ
ジ
、
カ
ッ
コ
ウ

な
ど
が
季
節
を
告
げ
て
く
れ
ま

す
。
カ
ラ
ス
は
早
朝
か
ら
近
く

の
電
柱
で
「
カ
ア
、
カ
ア
」
と

う
る
さ
く
鳴
き
、
私
達
に
早
く
帰
る
よ

う
に
催
促
し
ま
す
。
収
穫
直
前
の
野
菜

は
絶
好
の
餌
食
。
鳥
や
虫
に
食
べ
ら
れ
、

残
り
を
私
達
が
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
全
部
食
べ
ら
れ
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
、
少
し
で
も
多
く
残
る

よ
う
知
恵
比
べ
を
し
ま
す
。

　

畑
の
行
き
帰
り
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

　

海
沿
い
の
道
で
見
え
る
日
の
出
の
瞬

間
に
は
、「
ウ
ワ
ー
！
」
と
感
嘆
し
、
山

道
で
は
新
緑
か
ら
紅
葉
ま
で
の
自
然
の

移
ろ
い
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
楽
し
み
の
多
い
野
菜
作

り
で
す
が
、
締
め
く
く
り
は
大
晦
日
。

　

秋
に
収
穫
し
た
蕎
麦
を
石
臼
で
粉
に

し
て
年
越
し
蕎
麦
を
作
り
ま
す
が
、
子

ど
も
や
孫
達
が
「
太
い
、
細
い
、
短
い
、

長
い
」
な
ど
文
句

を
言
い
な
が
ら
食

べ
て
く
れ
ま
す
。

素
人
が
一
年
に
一

回
し
か
作
ら
な
い

手
打
ち
蕎
麦
、
そ

れ
で
い
い
の
で
す
。
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〜中区福祉事務所が移転しました〜

　昨年12月26日から中区福祉事務所が赤坂本町に移転し、
業務を開始しました。

　中区福祉事務所
　　〒703-8566　中区赤坂本町11-47
　　　（市営東山プール及び中消防署旭東出張所隣）

電　話 　●福祉振興係	 	 086-901-1231
	 　 ●生活福祉係	 	 086-901-1232
	 　 ●介護サービス係	 	 086-901-1233
	 　 ●地域こども相談センター	 086-901-1234

ファクス （共通）　086-272-7410

　新しい中区福祉事務所には、市民サービスコーナーの
他、社会福祉協議会、地域包括支援センターの事務所が
入っています。

併設の施設

　●中区福祉事務所内市民サービスコーナー
　　電話：086-272-8191

　●社会福祉協議会中区事務所
　　電話：086-238-9200　ファクス：086-238-9500

　●中区地域包括支援センター分室
　　電話：086-206-2871　ファクス：086-206-2872

●後楽園

●
岡山市役所

門田屋敷

清輝橋

●岡山協立病院

●岡山市中消防署
　旭東出張所

岡山県
タクシー会館●

至玉野

至倉敷 至西大寺

至東岡山

中区福祉事務所

県
道
岡
山
玉
野
線

旭
川

岡
山
市
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長　

奥
野
　
淳
子　

　
「
発
達
障
害
」
は
、
自
閉
症
・
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
・
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達

障
害
・
学
習
障
害
・
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
な
ど
の
総
称
で
、
乳
幼
児
期
に
は

言
葉
の
遅
れ
や
落
ち
着
き
の
な
さ
な
ど
、

発
達
の
偏
り
と
し
て
現
れ
ま
す
。

　

原
因
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
脳
の
働
き
に
生
ま
れ
つ
き
の
特
徴

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
親
の
育

て
方
や
愛
情
不
足
、
本
人
の
努
力
不
足
な

ど
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
障
害
が
あ
っ
て
も
、
乳
幼
児
期

か
ら
一
貫
し
た
支
援
を
受
け
、
適
切
な
関

わ
り
の
中
で
成
長
す
る
こ
と
で
生
き
づ

ら
さ
が
軽
減
さ
れ
、
持
っ
て
い
る
力
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
か
☆

り
ん
く
』
は
、
支
援
の
中
核
を
担
う
場
と

し
て
、
北
区
春
日
町
に
あ
る
岡
山
市
勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
方

や
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族
、

ま
た
、
関
係
機
関
で
支
援
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
な
ど
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
関
わ
る
様
々
な
ご
相
談

や
お
子
さ
ん
の
発
達
や
子
育
て
に
関
す

る
不
安
、
就
労
に
向
け
た
相
談
な
ど
、
ま

ず
は
、
お
電
話
（
〇
八
六
―
二
三
六
―

〇
〇
五
一
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
対

象
と
な
る
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
教
育
・

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
就
労
な
ど
の
そ
れ

ぞ
れ
関
係
す
る
専
門
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
啓
発

活
動
や
研
修
な
ど
、
発
達
障
害
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
く
こ
と
も
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
ひ
か
☆
り
ん
く
』
の
愛
称
ど
お
り
、

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
個
性
や
特
長
を
（
ひ
か
り
）

輝
か
せ
て
、
多
様
な

つ
な
が
り
（
リ
ン
ク
）

を
も
て
る
場
と
な
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

岡
山
市
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
か
☆
り
ん
く
』
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平
成
二
十
三
年
度 

岡
山
市
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
で
は
四
十
名
の
方
々
が

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
、
会
場
で
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
以
外
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
・
民
児

協
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。〔
敬
称
略
〕

●
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

�

岡
南
地
区　
　

荒
木　
　

伸

�

幡
多
地
区　
　

長
汐　

良
熊

�

妹
尾
地
区　
　

小
銭　

純
宏

●
岡
山
県
知
事
表
彰

�

弘
西
地
区　
　

西
川　

久
雄

�

岡
南
地
区　
　

佐
藤　

早
苗

●
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

�

弘
西
地
区　
　

岸
本　

俊
男

�

甲
浦
地
区　
　

荒
城　

賢
真

●
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

�

御
野
地
区　
　

小
田　

勝
弘

�

大
元
地
区　
　

上
田
井
保
夫

�

牧
石
地
区　
　

小
山　

明
子

�

高
松
地
区　
　

吉
田　

芳
功

�

宇
野
地
区　
　

北
村　

幸
子

�

平
福
地
区　
　

馬
塲　

武
彦

●�

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会

長
表
彰

（
永
年
勤
続
地
区
会
長
表
彰
）

�

西
大
寺
地
区　

小
林
比
禮
子

●
岡
山
市
表
彰

�

岡
南
地
区　
　

大
月　
　

剛

�

西
大
寺
地
区　

小
林
比
禮
子

□
済
世
賞

�

旭
竜
地
区　
　

泉　
　

照
子

　

昨
年
十
月
十
三
日
、
平
成
二
十
三
年

度 
岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
て
、

泉　

照
子
さ
ん
（
旭
竜
地
区
）
が
済
世

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

済
世
賞
と
は
、
大
正
六
年
五
月
十
八

日
、
当
時
の
笠
井
信
一
岡
山
県
知
事
が
済

世
顧
問
制
度
を
創
設
し
た
こ
と
に
ち
な

み
命
名
さ
れ
た
も
の
で
、
社
会
事
業
に

対
す
る
功
労
・
功
績
を
讃
え
る
も
の
の

中
で
は
岡
山
県
内
で
最
高
の
賞
と
言
え

ま
す
。
済
世
賞
の
授
与
は
昭
和
二
十
八

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
岡
山
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

（
奉
仕
団
体
）

�

灘
崎
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　岡山市消費生活センターでは、悪質商法の被害やトラブルの予防、早期発見、拡大防止を
目的として、「メールマガジン　消費生活情報おかやま」を配信しています。
　消費生活センターに寄せられている消費生活相談の内容や、悪質商法の新たな手口、消費
生活に関するイベントなどの情報を提供します。

【登録方法】
　携帯電話での登録は、下記のQRコードもしくは岡山市公式携帯サイトから。パソコンでの
登録は、岡山市ホームページ右下の「携帯サイト」から。どちらも「メールマガジン登録・解除」
から登録してください。
　岡山市公式携帯サイト〈http://mobile.city.okayama.jp/〉

※登録できない場合は、直接下記のアドレスまで題名、本文ともに
　空のメールを送信して配信登録を行ってください。　　
　　reg@mobile.city.okayama.jp
※受信制限をご利用の方は「mobile.city.okayama.jp」からのメール
　受信ができるように設定してから、空のメールを送信してください。

※登録は無料ですが、パケット代等の通信料は自己負担となります。

　なお、登録方法がわからない方は、岡山市消費生活センター（086-803-1105）までお問い
合わせください。

表
彰
受
賞
者

「メールマガジン　消費生活情報おかやま」の配信を始めました !!



編

集

後

記

　

民
児
協
お
か
や
ま
34
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　

表
紙
に
は
瀬
戸
地
区　

室 

義
忠
様

の
「
伝
説
の
名
花　

宗
堂
桜
」、
実
に

見
事
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
取
材
レ
ポ
ー
ト
、
地
区
活

動
紹
介
な
ど
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
宗
堂
桜
に
負
け
ず
劣

ら
ず
見
事
な
紙
面
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
紙
面
と
な

る
よ
う
広
報
委
員
一
同
が
ん
ば
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
寄
稿
、
な
ら

び
に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。吉

永
　
珠
生
　
記

8 ●

文芸欄

第34号　（発　行年月日）平成24年４月１日　　（発行所）岡山市民生委員児童委員協議会　　（発行人）岸本俊男

絵
手
紙

川
　
柳

◆委員より◆　文芸欄を募集します。写真・絵・工芸・俳句など自薦他薦は問いません。事務局までご連絡ください。
� 事務局（福祉援護課内）☎086−803−1218

宇
野
地
区
　
谷
口
　
　
茂

　
津
島
地
区
　
長
田
　
民
子

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
、
み
ん
な
と
お
喋
り
し
な

が
ら
絵
手
紙
を
描
く
時
間
（
ひ
と
と
き
）
が
、
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

　
ま
だ
は
じ
め
て
半
年
の
川
柳
で
す
。
秋
の
日
の
日
常
を
う
た
っ
て

み
ま
し
た
。


